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古
事
記
上
巻
で
は
、
天
皇
の
権
威
が
神
代
の
「
天
つ
神
」
に
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に
、
天
つ
神
の
在
所
で
あ
る
高

天
原
と
、
現
実
世
界
葦
原
中
国
を
め
ぐ
る
物
語
に
多
く
の
紙
幅
を
さ
い
た
。
そ
し
て
、
物
語
上
重
要
な
場
面
で
は
、
「
天
つ
神
」
が
「
コ

ト
ヨ
サ
シ
」
と
表
現
さ
れ
る
行
動
を
示
す
。

こ
の
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
は
、
天
つ
神
が
伊
邪
那
岐
命
・
伊
邪
那
美
命
二
神
に
国
土
の
「
修
理
固
成
」
を
委
任
す
る
場
面
、
伊
邪
那
岐
命

が
三
貴
子
(
天
照
大
御
神
・
月
読
命
・
須
佐
之
男
命
)
に
そ
れ
ぞ
れ
の
領
土
を
委
任
す
る
場
面
、
及
び
天
照
大
御
神
・
高
御
産
巣
日
神
が

御
子
・
天
孫
に
葦
原
中
国
を
委
任
す
る
場
面
に
登
場
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
委
任
と
い
う
同
一
の
動
作
を
示
し
な
が
ら
、
「
言
依
」
「
言
因
」

「
事
依
」
の
三
通
り
の
表
記
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
表
記
の
違
い
に
は
、
三
種
三
様
の
意
図
が
背
景
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
言
葉
が
、
高
天
原
と
葦
原
中
国
の
関
係
に
関
わ
っ
て

く
る
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
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一
、
従
来
の
解
釈
と
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
の
用
例

紀

「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
と
い
う
言
葉
は
、
日
本
書
紀
に
は
見
え
ず
、
古
事
記
に
お
い
て
も
上
巻
の
み
登
場
す
る
言
葉
で
あ
る
。
辞
書
的
意
味

と
し
て
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
」
を
挙
げ
れ
ば
、
「
こ
と
よ
さ
す
【
任
】
(
動
四
)
」
と
し
て
、
「
コ
ト
ヨ
ス
(
下
二
段
)
の
尊
敬

語
。
委
ね
る
・
任
じ
る
の
意
」
、
ま
た
「
こ
と
よ
す
【
辞
因
・
縁
言
】
(
動
下
二
こ
と
し
て
「
①
こ
と
ば
に
よ
っ
て
協
力
す
る
。
②
か
こ

(住
l
)

つ
け
て
う
わ
さ
を
た
て
る
」
と
あ
る
。

真

古
事
記
で
も
、
こ
の
言
葉
は
委
任
の
意
味
に
用
い
ら
れ
、
「
言
依
」
「
一
一
百
因
」
「
事
依
」
の
三
通
り
の
表
記
が
あ
る
。
倉
野
憲
司
氏
は
、

こ
れ
ら
一
一
一
通
り
の
表
記
に
つ
い
て
、

「
一
百
依
」
と
も
「
事
依
」
と
も
記
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
葦
原
中
国
の
平
定
か
ら
天
孫
降
臨
の
条
に
か
け
て
は
「
言
依
」
(
一
箇
処
「
一
百
因
」

と
記
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
)
の
み
が
数
箇
処
見
え
て
ゐ
る
の
に
対
し
、
三
貴
子
の
分
治
の
条
に
は
「
事
依
」
の
み
が
三
箇
所
見
え
て

ゐ
る
。
原
資
料
の
相
違
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
記
伝
に
は
「
言
は
借
字
に
て
事
な
り
」
と
あ
る

が
、
言
葉
で
事
を
任
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
言
依
」
と
も
「
事
依
」
と
も
書
い
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

と
し
、
「
言
依
」
「
事
依
」
の
表
記
の
相
違
に
、
「
原
資
料
の
相
違
」
の
影
響
の
可
能
性
を
挙
げ
、
借
字
と
し
て
扱
、
う
つ1。
ま
た
「
ヲ
コ
言
一

つ
い
て
も
、
他
の
こ
つ
と
区
別
し
て
い
な
い
。

東伊( 2 ) 

次
に
西
郷
信
網
氏
は
、

コ
ト
ヨ
ス
の
尊
敬
語
。
「
事
依
」
「
言
因
」
と
記
す
場
合
も
あ
り
、
任
ず
る
、
命
ず
る
の
意
。
「
伊
邪
那
岐
命
、
・
:
建
速
須
佐
之
男
命

に
詔
り
た
ま
は
く
、
汝
命
は
、
海
原
を
知
ら
せ
、
と
事
依
さ
し
き
」
な
ど
用
例
が
少
な
く
な
い
。
天
つ
神
の
か
か
る
コ
ト
ヨ
サ
シ
は
、



( 3 ) 

(注
3
)

古
事
記
の
神
代
の
物
語
を
貫
く
根
本
理
念
と
い
え
る
。

と
し
て
、
そ
の
表
記
の
相
違
の
理
由
を
述
べ
な
い
。

し
か
し
、
梅
田
徹
氏
が
新
し
い
見
解
を
示
し
た
。
梅
田
氏
は
表
記
「
言
依
」
・
「
事
依
」
を
比
較
検
証
し
て
、
伊
邪
那
岐
命
の
「
事
依
」

表
記
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

(
イ
ザ
ナ
キ
の
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
の
(
引
用
者
注
)
)
独
自
な
場
面
性
、
す
な
わ
ち
、

一
度
に
三
と
お
り
の
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
が
な
さ
れ

『古事記』研究

る
点
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
(
中
略
)
ア
マ
テ
ラ
ス
へ
の
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
さ
れ
た
内
容
と
ツ
ク
ヨ
ミ
・
ス
サ
ノ
ヲ
へ
の

そ
れ
ら
と
が
相
異
す
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
意
識
と
、
イ
ザ
ナ
キ
が
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
し
た
こ
と
よ

り
も
ア
マ
テ
ラ
ス
の
高
天
原
支
配
と
い
う
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
の
内
容
を
重
要
視
す
る
意
識
と
に
よ
っ
て
、
「
事
依
」
の
表
記
が
な
さ

(注
4
)

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(注
5
)

ま
た
、
「
言
因
」
の
表
記
に
つ
い
て
も
、
「
ア
マ
テ
ラ
ス
の
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
の
に
な
う
重
さ
の
卓
越
性
に
よ
る
」
と
し
て
い
る
。

梅
田
氏
は
、
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
の
内
容
の
重
さ
が
表
記
に
影
響
を
与
え
る
と
し
た
が
、
私
は
、
内
容
の
影
響
以
上
に
、
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」

し
た
者
の
格
の
違
い
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

で
は
、
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
の
用
例
を
挙
げ
、
各
々
の
命
令
者
・
被
命
令
者
・
委
任
内
容
を
確
認
し
た
い
。

是
に
天
つ
神
諸
の
命
以
ち
て
、
伊
邪
那
岐
命
・
伊
邪
那
美
命
二
柱
の
神
に
、
「
是
の
た
だ
よ
へ
る
国
を
修
理
り
固
め
成
せ
」
と
詔
り

①
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て
、
天
の
沼
矛
を
賜
ひ
て
、
言
依
さ
し
て
賜
ひ
き
。
(
伊
邪
那
岐
命
・
伊
邪
那
美
命
「
決
能
碁
呂
島
の
聖
婚
」
)

(注
6
)

命
令
を
下
し
委
任
し
た
者
(
以
下
、
命
令
者
)
は
、
天
地
初
発
に
生
成
し
た
天
つ
神
で
あ
る
。
天
つ
神
は
、
委
任
の
命
令
を
受
け
た
者

(
以
下
、
被
命
令
者
)
で
あ
る
伊
邪
那
岐
命
・
伊
邪
那
美
命
に
天
の
沼
矛
を
授
け
、
天
降
っ
て
国
を
「
修
理
回
成
」
す
る
こ
と
を
委
任
す

る
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そ
の
委
任
さ
れ
た
内
容
は
、
「
く
ら
げ
な
す
た
だ
よ
」
っ
て
い
る
国
を
「
修
理
固
成
」
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
「
み

と
の
ま
ぐ
は
ひ
」
を
し
て
、
新
た
な
国
土
を
生
む
と
い
う
委
任
も
あ
っ
た
。
続
い
て
「
更
に
神
を
生
み
き
」
と
い
う
描
写
が
あ
り
、
神
を

生
む
こ
と
も
委
任
内
容
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
伊
邪
那
岐
命
の
「
愛
し
き
我
が
な
に
妹
の
命
、
五
日
と
汝
と
作
れ
る
国
未
だ
作
り
寛
へ
ず
」
と

い
う
発
言
か
ら
、
「
国
作
り
」
も
命
令
に
含
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
大
国
主
命
の
国
土
経
営
で
あ
る
「
国
作
り
」
と
は

(法
7
)

異
な
り
、
全
集
の
「
「
生
む
」
と
「
作
る
」
と
を
同
義
に
用
い
た
」
と
す
る
解
を
取
り
た
い
。
委
任
内
容
に
は
、
三
貴
子
に
分
治
を
「
事

依
」
す
こ
と
ま
で
含
ま
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
伊
邪
那
岐
命
は
、
三
貴
子
に
分
治
し
、
そ
れ
を
見
届
け
た
後
、
淡
海
の
多
賀
に
鎮
座
し
た
か

紀

ら
で
あ
る
。

② 

此
の
時
、
伊
邪
那
岐
命
大
く
歓
喜
び
て
詔
り
た
ま
は
く
、
「
吾
は
子
を
生
み
生
み
て
、
生
み
の
終
に
三
の
貴
き
子
を
得
つ
」
と
の
り

た
ま
ひ
て
、
即
ち
御
頚
珠
の
玉
の
絡
も
ゆ
ら
に
取
り
ゆ
ら
か
し
て
、
天
照
大
御
神
に
賜
ひ
て
詔
り
た
ま
は
く
、
「
汝
命
は
高
天
原
を

知
ら
せ
」
と
事
依
さ
し
て
賜
ひ
き
。
故
、
其
の
御
頚
珠
の
名
を
御
倉
板
挙
之
神
と
謂
ふ
。
次
に
月
読
命
に
詔
り
た
ま
は
く
、
「
汝
命

は
夜
之
食
国
を
知
ら
せ
」
と
事
依
さ
し
き
。
次
に
建
速
須
佐
之
男
命
に
詔
り
た
ま
は
く
、
「
汝
命
は
海
原
を
知
ら
せ
」
と
事
依
さ
し

き
。
(
伊
邪
那
岐
命
・
伊
邪
那
美
命
「
三
貴
子
の
分
治
」
)

真東伊( 4 ) 

こ
の
段
の
命
令
者
は
伊
邪
那
岐
命
で
あ
る
。
被
命
令
者
は
、
神
生
み
の
最
後
に
生
ま
れ
た
三
貴
子
で
あ
り
、
内
容
と
は
、
各
々
に
分
配

し
た
場
所
を
統
治
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

統
治
の
委
任
と
し
て
、
他
に
葦
原
中
国
の
統
治
の
委
任
「
言
依
」
「
一
一
百
因
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
内
容
か
ら
言
え
ば
、
伊
邪
那
岐
命
の

「
事
依
」
の
方
が
は
る
か
に
重
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
「
事
依
」
に
よ
っ
て
、
天
照
大
御
神
は
高
天
原
を
知
ら
す
神
と
し
て
の
地
位
を
確

立
し
、
葦
原
中
国
平
定
の
命
令
を
下
す
資
格
を
得
た
か
ら
で
あ
る
。

故
、
各
依
さ
し
賜
ひ
し
命
の
随
に
、
知
ら
し
看
す
中
に
、
速
須
佐
之
男
命
、
命
さ
せ
し
国
を
治
め
ず
て
、
八
拳
須
心
前
に
至
る
ま
で

③ 



( 5 ) 

時
き
い
さ
ち
き
。
(
中
略
)
故
、
伊
邪
那
岐
大
御
神
、
速
須
佐
之
男
命
に
詔
り
た
ま
は
く
、
「
何
の
由
以
に
か
汝
は
事
依
さ
せ
し
国
を

治
め
ず
て
、
突
き
い
さ
ち
る
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
(
伊
邪
那
岐
命
・
伊
邪
那
美
命
「
須
佐
之
男
命
の
附
き
い
さ
ち
」
)

こ
の
段
は
、
②
に
続
く
段
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
事
依
」
は
前
段
の
「
事
依
」
を
受
け
、
命
令
者
は
伊
邪
那
岐
命
で
あ
り
、

被
命
令
者
は
須
佐
之
男
命
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
海
原
の
統
治
で
あ
っ
た
。

冒
頭
に
「
各
依
さ
し
賜
ひ
し
」
と
い
う
表
現
が
見
え
る
。
こ
の
「
依
」
は
、
当
然
前
段
の
「
事
依
」
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

よ
う
に
「
依
」
に
「
コ
ト
」
が
付
属
し
な
い
例
は
、
こ
の
一
例
に
限
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
「
コ
ト
」
の
省
略
、
も
し
く
は
脱
字
と
思
わ
れ

る。

『古事記』研究

④ 

天
照
大
御
神
の
命
以
ち
て
、
「
豊
葦
原
之
千
秋
長
五
百
秋
之
水
穂
国
は
、
我
が
御
子
正
勝
吾
勝
々
速
日
天
忍
穂
耳
命
の
知
ら
す
国
ぞ
」

と
言
因
さ
し
賜
ひ
て
天
降
し
た
ま
ひ
き
。
是
に
天
忍
穂
耳
命
、
天
の
浮
橋
に
た
た
し
て
詔
り
た
ま
は
く
、
「
豊
葦
原
之
千
秋
長
五
百

秋
之
水
穂
国
は
、
い
た
く
さ
や
ぎ
て
有
り
な
り
」
と
告
り
た
ま
ひ
て
、
更
に
還
り
上
り
て
、
天
照
大
神
に
請
ひ
た
ま
ひ
き
。
爾
に
て
、

高
御
産
巣
日
神
・
天
照
大
御
神
の
命
以
ち
て
、
天
の
安
河
の
河
原
に
八
百
万
の
神
を
神
集
へ
に
集
へ
て
、
思
金
神
に
思
は
し
め
て
詔

り
た
ま
は
く
、
「
此
の
葦
原
中
国
は
、
我
が
御
子
の
知
ら
す
固
と
言
依
さ
し
賜
へ
る
固
な
り
。
故
、
此
の
固
に
道
速
振
る
荒
振
る
国

つ
神
等
の
多
に
在
り
と
以
為
ほ
す
。
是
れ
何
れ
の
神
を
使
は
し
て
か
言
趣
け
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
(
葦
原
中
国
の
こ
と
む
け
「
天
菩

比
神
の
派
遣
」
)
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こ
の
段
の
、
前
半
部
の
命
令
者
は
天
照
大
御
神
、
後
半
部
の
命
令
者
は
天
照
大
御
神
と
高
御
産
巣
日
神
二
神
で
あ
る
。
被
命
令
者
は
御

子
天
忍
穂
耳
命
で
あ
り
、
内
容
と
し
て
は
、
葦
原
中
国
を
「
知
ら
す
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
伊
邪
那
岐
命
の
「
事
依
」
を
除
く
「
コ
ト
ヨ
サ

シ
」
は
、
一
例
以
外
全
て
、
「
命
以
ち
て
」
と
い
う
表
現
を
前
に
伴
い
、
一
対
と
し
て
働
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」

に
は
、
高
御
産
巣
日
神
も
含
ま
れ
る
。
(
「
命
以
ち
て
」
に
つ
い
て
は
、
後
述
)
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⑤ 

是
を
以
ち
て
此
の
二
の
神
、
出
雲
国
の
伊
那
佐
の
小
浜
に
降
り
到
り
て
、
十
掬
剣
を
抜
き
て
、
逆
に
浪
の
穏
に
刺
し
立
て
、
其
の
剣

の
前
に
朕
み
坐
し
て
、
其
の
大
国
主
神
に
問
ひ
て
言
り
た
ま
は
く
、
「
天
照
大
御
神
・
高
木
神
の
命
以
ち
て
、
問
ひ
に
使
は
せ
り
。

汝
の
う
し
は
け
る
葦
原
中
国
は
、
我
が
御
子
の
知
ら
す
国
ぞ
、
と
言
依
さ
し
賜
ひ
き
。
故
、
汝
の
心
は
奈
何
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。

(
葦
原
中
国
の
こ
と
む
け
「
言
代
主
神
の
服
従
」
)

紀

こ
の
段
に
お
い
て
、
命
令
者
は
、
「
天
照
大
御
神
・
高
木
神
の
命
以
ち
て
」
と
い
う
言
葉
が
、
「
問
ひ
に
使
は
せ
り
」
を
は
さ
ん
で
、
「
言

依
さ
し
賜
ひ
き
」
に
か
か
る
と
解
釈
さ
れ
る
か
ら
、
天
照
大
御
神
と
高
御
産
巣
日
神
で
あ
り
、
被
命
令
者
は
天
忍
穂
耳
命
で
あ
る
。
委
任

内
容
は
、
葦
原
中
国
の
統
治
で
あ
る
。

@
爾
に
天
照
大
御
神
・
高
木
神
の
命
以
ち
て
、
太
子
正
勝
吾
勝
々
速
日
天
忍
穂
耳
命
に
詔
り
た
ま
は
く
、
「
今
、
葦
原
中
国
を
平
げ
詑
へ

ぬ
と
白
せ
り
。
故
、
言
依
さ
し
賜
ひ
し
随
に
、
降
り
坐
し
て
知
ら
し
看
せ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
(
中
略
)
是
を
以
ち
て
白
し
た
ま

ひ
し
随
に
、
日
子
香
能
週
々
芸
命
に
詔
を
科
せ
て
、
「
此
の
豊
葦
原
水
穂
国
は
、
汝
知
ら
さ
む
国
と
言
依
さ
し
賜
ふ
。
故
、
命
の
随

真東

に
天
降
り
ま
す
ベ
し
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
(
天
孫
週
週
芸
命
「
週
週
芸
命
の
出
生
と
降
臨
の
神
勅
」
)

伊

後
半
部
の
「
言
依
」
は
、
唯
一
「
命
以
ち
て
」
を
伴
わ
な
い
例
で
あ
る
。
「
此
の
豊
葦
原
水
穏
国
は
、
汝
知
ら
さ
む
固
と
言
依
さ
し
賜

ふ
。
故
、
命
の
随
に
天
降
り
ま
す
べ
し
」
の
「
ム
巴
は
、
先
の
「
天
照
大
御
神
・
高
御
産
巣
日
神
の
命
以
ち
て
」
の
「
ム
巴
を
受
け
る
の

で
、
後
半
部
も
天
照
大
御
神
・
高
御
産
巣
日
神
二
神
が
命
令
者
で
あ
り
、
被
命
令
者
は
前
半
部
で
は
天
忍
穂
耳
命
、
後
半
部
で
は
週
週
芸

( 6 ) 

命
と
な
る
。

以
上
、
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
の
表
記
に
は
、
「
言
依
」
「
言
因
」
「
事
依
」
の
三
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
ら
の
命
令
者
・
被
命

令
者
・
委
任
内
容
を
、
次
に
表
と
し
て
ま
と
め
た
。

表
を
見
る
と
、
「
一
一
一
口
依
」
は
、
国
生
み
以
下
の
委
任
・
葦
原
中
国
統
治
の
委
任
双
方
に
用
い
ら
れ
、
委
任
さ
れ
た
内
容
の
区
別
に
よ
っ
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生
成
な
ど

『古事記』研究

て
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
の
表
記
に
相
違
は
生
じ
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
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ま
た
表
記
の
相
違
は
被
命
令
者
の
区
別
に
よ
る
も
の
で
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
伊
邪
那
岐
命
の
「
事
依
」
は
、
三
貴
子
を
被
命
令
者
と

し
た
が
、
他
の
二
神
と
比
べ
明
ら
か
に
格
の
高
い
天
照
大
御
神
に
対
し
て
「
御
頚
珠
」
を
賜
っ
て
、
他
の
二
者
と
の
差
別
化
を
は
か
る
も

の
の
、
同
一
の
表
記
「
事
依
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
命
令
者
の
相
違
は
、
表
記
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
言
依
」
は
、
命
令
者
が
天
つ
神
で
あ
る
場

合
と
、
天
照
大
御
神
・
高
御
産
巣
日
神
で
あ
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
の
表
記
は
、
命
令
者
・
被
命
令
者
・
委
任
内
容
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
な
い
と
解
さ
れ
る
が
、
果
し

て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
の
「
コ
ト
」
が
、
「
一
言
」
と
書
か
れ
る
場
合
と
「
事
」
と
書
か
れ
る
場
合
に
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
理

由
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

紀

二
、
表
記
「

真東

「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
の
「
コ
ト
」
に
「
言
」
の
字
が
充
て
ら
れ
る
場
合
と
し
て
、
命
令
者
が
天
つ
神
で
あ
る
場
合
と
天
照
大
御
神
で
あ
る

場
合
、
そ
し
て
天
照
大
御
神
と
高
御
産
巣
日
神
で
あ
る
場
合
の
三
通
り
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
命
令
者
は
、
「
天
つ
神
」
と

称
せ
ら
れ
る
立
場
と
し
て
共
通
し
て
い
た
。

伊( 8 ) 

高
御
産
巣
日
神
は
、
言
、
つ
ま
で
も
無
く
、
創
世
に
生
成
し
た
「
別
天
つ
神
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
天
照
大
御
神
は
、
三
貴
子
の
中
で
唯

一
、
生
成
当
初
か
ら
尊
称
「
神
」
が
付
け
ら
れ
、
そ
の
神
名
で
統
一
さ
れ
て
い
た
。
天
照
大
御
神
は
「
神
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
、
一

貫
し
て
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
こ
の
神
は
、
様
々
な
領
土
の
中
で
も
高
天
原
を
知
ら
す
神
で
あ
っ
た
。
統
治
の
委
任
に
お

い
て
、
被
命
令
者
は
そ
の
性
質
に
適
し
た
場
所
に
配
属
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
高
天
原
統
治
を
命
じ
ら
れ
た
天
照
大
御
神
は
、
神
の

中
で
も
別
格
の
神
「
天
つ
神
」
の
資
格
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
事
実
、
こ
の
神
が
「
我
が
御
子
」
と
称
し
た
天
忍
穂
耳
命
を
、

言
代
主
神
は
「
天
つ
神
の
御
子
」
と
称
し
て
お
り
(
葦
原
中
国
の
こ
と
む
け
「
八
宣
言
代
主
神
の
服
従
」
)
、
天
照
大
御
神
は
「
天
つ
神
」
と
称



( 9 ) 

さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

し
た
が
っ
て
、
天
つ
神
・
天
照
大
御
神
・
高
御
産
巣
日
神
は
、
「
天
つ
神
」
と
し
て
総
括
出
来
る
。

{注
8
)

古
事
記
で
は
、
「
言
」
と
「
事
」
の
分
化
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
の
「
コ
ト
」
の
字
に
、
「
事
」
で
は
な
く
「
言
」

が
充
て
ら
れ
た
こ
と
に
は
、
「
天
つ
神
」
が
命
令
者
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
何
か
関
係
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

『古事記』研究

そ
こ
で
、
古
事
記
に
お
け
る
、
動
詞
に
付
く
「
言
」
の
用
字
法
を
見
れ
ば
、
動
詞
「
一
言
向
」
「
言
挙
」
「
言
祷
」
「
言
教
」
が
挙
げ
ら
れ
、

(注
9
)

そ
れ
ら
は
、
「
神
」
が
関
わ
る
場
面
に
見
ら
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
中
で
も
特
に
注
目
し
た
い
の
が
、
中
巻
・
仲
哀
天
皇
の
「
神
功
皇
后

の
神
が
か
り
と
天
皇
の
崩
御
」
の
段
に
登
場
す
る
「
言
教
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。

①
天
皇
御
琴
を
控
か
し
て
、
建
内
宿
禰
大
臣
、
沙
庭
に
居
て
神
の
命
を
請
ひ
き
。
是
に
大
后
帰
神
し
て
、
一
戸
一
口
教
へ
覚
し
て
詔
り
た
ま
は

く
、
「
西
の
方
に
固
有
り
。
金
銀
を
本
と
為
て
、
自
の
炎
耀
く
種
々
の
珍
し
き
宝
多
に
其
の
国
に
在
り
。
吾
、
今
其
の
国
を
帰
せ
賜

は
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。

亦
建
内
宿
禰
、
沙
庭
に
居
て
神
の
命
を
請
ひ
き
。
(
中
略
)
爾
に
具
に
請
ひ
ま
つ
ら
く
、
「
今
如
此
言
教
へ
た
ま
ふ
大
神
は
、
其
の
御

名
を
知
ら
ま
く
欲
し
」
と
ま
を
せ
ば
、
即
ち
答
へ
て
詔
り
た
ま
は
く
、
「
是
は
天
照
大
神
の
御
心
ぞ
。
亦
底
筒
男
・
中
筒
男
・
上
筒

男
の
三
柱
の
犬
神
ぞ
。
(
以
下
略
)

こ
の
段
に
お
い
て
、
「
言
教
」
と
い
う
言
葉
は
、

皇
后
が
言
葉
を
放
つ
動
作
を
表
現
し
て
い
る
。

② 

一
つ
の
言
葉
と
し
て
成
立
し
、
二
度
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
神
が
か
り
し
た

-196一

例
え
ば
「
教
」
と
い
う
動
作
は
、
古
事
記
上
巻
に
も
何
例
か
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
全
て
「
言
」
が
付
属
し
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、

こ
の
段
に
お
け
る
「
言
教
」
と
い
う
表
記
は
、
他
の
「
教
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
言
教
」
の
「
コ
ト
」
が
、
「
事
」

で
は
な
い
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
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こ
こ
で
特
に
「
言
教
」
と
表
記
さ
れ
た
背
景
に
は
、
こ
の
段
の
テ
l
マ
と
深
く
関
わ
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
「
神
の
命
」
を
請
う
動

作
に
対
応
し
て
、
皇
后
が
神
が
か
り
し
、
言
葉
を
下
し
て
教
え
を
与
え
る
動
作
、
つ
ま
り
「
神
託
」
が
、
こ
の
段
の
テ
l
マ
で
あ
っ
た
。

神
が
か
り
し
た
皇
后
に
対
し
、
建
内
宿
禰
は
「
恐
し
。
我
が
大
神
、
其
の
神
の
腹
に
坐
す
御
子
は
、
何
れ
の
子
ぞ
」
と
呼
び
か
け
た
よ
う

紀

に
、
皇
后
は
、
単
な
る
「
よ
り
ま
し
」
で
は
な
く
、
神
が
か
り
し
た
時
点
で
「
神
」
、
し
か
も
「
天
照
大
神
の
御
心
」
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
。
神
が
言
葉
を
下
し
た
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
、
特
に
「
一
言
」
を
付
け
「
言
教
」
と
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
私
は
、
「
言
依
」
の

「
言
」
に
つ
い
て
も
、
同
じ
解
釈
が
出
来
る
と
思
う
。
「
一
言
依
」
の
「
雪
己
も
ま
た
、
「
神
の
命
」
が
「
請
」
わ
れ
る
と
、
直
接
神
が
「
言
」

を
下
す
、
と
い
う
動
作
を
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
の
「
コ
ト
」
に
、
「
一
言
」
が
充
て
ら
れ
る

真

場
合
に
限
定
し
て
見
ら
れ
る
物
語
構
成
に
よ
っ
て
も
証
明
さ
れ
る
。

天
つ
神
が
伊
邪
那
岐
命
.
伊
邪
那
美
命
二
神
に
「
ラ
コ
言
一

使
者
は
、
葦
原
中
国
に
降
り
、
そ
こ
で
困
難
に
陥
る
と
、
「
参
上
り
て
天
つ
神
の
命
を
請
ひ
た
ま
ひ
き
」
(
伊
邪
那
岐
命
・
伊
邪
那
美
命
「
国
生

東伊

み
」
)
と
い
う
行
動
を
取
り
、
そ
し
て
手
段
や
方
法
を
提
示
さ
れ
、
再
度
葦
原
中
国
に
降
る
と
い
う
構
成
が
あ
る
。
ま
た
、
天
照
大
御
神
や

高
御
産
巣
日
神
が
、
葦
原
中
国
の
統
治
を
「
言
因
」
「
言
依
」
を
し
た
場
面
で
も
、
高
天
原
の
天
照
大
御
神
か
ら
「
命
」
を
与
え
ら
れ
た

使
者
が
、
葦
原
中
国
に
降
る
途
中
、
そ
の
「
言
依
」
の
実
行
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
見
て
取
る
と
、
ま
た
「
還
り
上
り
て
、
天
照
大
神
に

請
ひ
た
ま
ひ
き
」
(
葦
原
中
国
の
こ
と
む
け
「
天
菩
比
神
の
派
遣
」
)
と
い
う
行
動
を
取
り
、
困
難
を
解
消
し
て
も
ら
う
と
、
再
度
葦
原
中
国
に

降
る
と
い
う
物
語
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
物
語
に
は
、
高
天
原
の
「
天
つ
神
」
が
「
命
」
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
を
下
し
、

そ
れ
か
ら
使
者
は
「
命
」
を
請
い
、
ま
た
「
命
」
が
下
さ
れ
る
と
い
う
構
成
が
共
通
し
て
見
ら
れ
、
「
命
」
を
請
う
動
作
で
あ
る
「
神
託
」

( 10 ) 

と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

高
天
原
の
天
つ
神
に
委
任
を
受
け
た
の
で
あ
る
か
ら
、
困
難
に
際
し
て
は
、
高
天
原
に
参
上
し
、
命
を
請
う
の
は
、
当
然
の
成
り
行
き
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と
す
る
向
き
も
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
他
に
命
令
・
教
え
を
請
う
例
を
求
め
れ
ば
、
「
爾
に
追
ひ
下
す
を
取
る
時
、
即
ち
其
の
石
に
焼
き
著

か
え
て
死
に
た
ま
ひ
き
。
爾
に
其
の
御
祖
の
命
突
き
患
へ
て
、
天
に
参
上
り
て
、
神
産
巣
日
の
命
を
請
ひ
し
時
、
乃
ち
・
:
」
(
大
国
主
神
の

事
績
「
大
国
主
命
の
受
難
」
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
御
祖
の
命
は
天
つ
神
の
委
任
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
困
難
に
際
し
て
、
高
天

原
に
上
っ
て
、
神
産
巣
日
神
に
「
命
」
を
請
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
「
命
」
は
「
天
つ
神
」
に
請
う
も
の
だ
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『古事記j研究

(
神
産
巣
日
神
の
行
動
と
し
て
、
他
に
大
国
主
命
に
「
国
作
り
」
の
命
令
を
下
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
に
須
佐
之
男
命
も
「
国

作
り
」
を
命
じ
た
が
、
そ
の
行
動
は
ど
ち
ら
も
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
と
表
現
さ
れ
な
い
。
こ
れ
に
は
、
大
国
主
命
に
そ
れ
を
受
け
る
資
格
が

無
か
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
解
し
た
い
。
大
国
主
命
は
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
、
「
天
つ
神
」
に
統
治
を
保
証

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
根
拠
と
な
っ
て
、
天
照
大
御
神
は
、
大
国
主
命
に
国
譲
り
を
迫
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
)

先
の
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
の
用
例
を
も
う
一
度
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
そ
こ
で
は
、
「
コ
ト
」
が
「
言
」
と
表
記
さ
れ
る
場
合
の
み
、
「
命

以
ち
て
」
(
厳
密
に
い
え
ば
「
1
神
の
命
以
ち
て
」
)
と
い
う
表
現
が
伴
っ
て
お
り
、
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
は
、
「
命
以
ち
て
」
の
主
語
の
行
動

で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
命
以
ち
て
」
の
用
例
は
、
上
掲
の
用
例
の
他
に
、

爾
に
天
つ
神
の
命
以
ち
て
ふ
と
ま
に
に
ト
相
へ
て
詔
り
た
ま
は
く
、
「
女
の
先
に
言
へ
る
に
因
り
て
良
か
ら
ず
。
亦
還
り
降
り
て
改

① 

め
言
へ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
(
伊
邪
那
岐
命
・
伊
邪
那
美
命
「
国
生
み
」
)

② 

此
れ
に
因
り
て
泣
き
患
へ
し
か
ば
、
先
に
行
き
し
八
十
神
の
命
以
ち
て
、
『
海
塩
を
浴
み
風
に
当
り
て
伏
せ
』
と
詩
へ
告
り
き
。

(大

国
主
神
の
事
績
「
因
幡
の
素
兎
」
)
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③
故
、
爾
に
天
照
大
御
神
・
高
木
神
の
命
以
ち
て
、
天
宇
受
売
神
に
詔
り
た
ま
は
く
、
・
:
(
天
孫
週
週
芸
命
「
猿
田
毘
古
神
の
先
導
」
)

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
「
命
以
ち
て
」
の
主
語
は
、
「
八
十
神
」
の
例
を
除
け
ば
、
全
て
「
天
つ
神
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
言
葉
は
、
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難
局
に
あ
っ
て
解
決
策
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

(
注
目
)

こ
の
「
命
以
ち
て
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
倉
野
氏
も
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

漢
字
の
「
命
」
の
有
す
る
種
々
の
意
の
う
ち
、
こ
こ
は
「
命
令
」
即
ち
尊
者
が
卑
者
に
下
す
言
葉
で
、
み
こ
と
の
り
、
お
ほ
せ
、

紀

も
う
し
つ
け
と
一
致
す
る
。
お
言
葉
で
、
或
い
は
仰
せ
で
の
意
が
ミ
コ
ト
モ
チ
で
あ
る
が
、
こ
の
語
は
古
事
記
に
は
し
ば
し
ば
出
て

来
る
の
に
対
し
、
書
紀
に
は
見
え
な
い
独
特
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
随
神
の
思
想
に
裏
附
け
ら
れ
た
表
現
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
神

の
命
令
に
随
っ
て
事
が
行
は
れ
る
と
い
ふ
の
が
古
事
記
を
一
貫
し
て
い
る
思
想
で
あ
る
。

こ
の
意
見
を
参
考
に
す
れ
ば
、
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
の
「
コ
ト
」
に
、
「
言
」
の
字
が
充
て
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
「
天
つ
神
」
に
関
わ
る

「
命
以
ち
て
」
と
い
う
表
現
が
付
く
理
由
は
、
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
が
「
天
つ
神
」
が
直
接
「
言
」
を
下
す
動
作
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
せ
る

意
図
が
あ
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。

真東

次
に
、
伊
邪
那
岐
命
の
「
事
依
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

伊

三
、
伊
邪
那
岐
命
の
「
事
依
」

( 12 ) 

(
注
日
)

伊
邪
那
岐
命
の
「
事
依
」
は
、
天
つ
神
の
「
言
依
」
と
天
照
大
御
神
の
「
言
因
」
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
「
天

つ
神
」
の
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
の
「
コ
ト
」
に
は
「
言
」
の
字
が
充
て
ら
れ
、
反
面
、
伊
邪
那
岐
命
は
「
神
世
七
代
」
の
神
の
一
員
で
あ
り

な
が
ら
、
「
事
」
の
字
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
伊
邪
那
岐
命
の
性
質
が
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

先
の
天
つ
神
・
天
照
大
御
神
・
高
御
産
巣
日
神
は
高
天
原
で
使
者
に
命
令
を
下
す
「
天
つ
神
」
と
い
う
性
質
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
伊

邪
那
岐
命
は
、
天
つ
神
の
「
命
」
を
受
け
て
葦
原
中
国
に
降
り
、
困
難
に
際
し
て
高
天
原
に
参
上
し
て
「
命
」
を
請
い
、
ひ
た
す
ら
そ
の
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「
命
」
を
実
行
す
る
性
質
と
し
て
一
貫
し
て
い
た
。
天
照
大
御
神
が
、
伊
邪
那
岐
命
の
「
命
」
を
受
け
な
が
ら
、
高
天
原
で
は
一
転
し
て

命
令
を
下
し
つ
づ
け
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
た
こ
と
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
伊
邪
那
岐
命
の
性
質
は
、
尊
称
「
命
」
に
、
最

も
よ
く
表
さ
れ
て
い
る
。
伊
邪
那
岐
命
は
、
創
世
の
神
々
の
系
譜
に
お
い
て
「
伊
邪
那
岐
神
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
天
つ
神
の
「
言
依
」

を
受
け
た
時
点
で
尊
称
が
「
命
」
に
変
わ
り
、
後
の
「
須
佐
之
男
命
の
暗
き
い
さ
ち
」
の
段
で
「
大
御
神
」
に
変
わ
る
ま
で
、
尊
称
「
命
」

で
一
貫
し
て
い
る
。
「
大
御
神
」
の
尊
称
は
、
須
佐
之
男
命
の
追
放
に
お
い
て
伊
邪
那
岐
命
に
威
厳
を
持
た
せ
る
た
め
、
も
し
く
は
「
故
、

其
の
伊
邪
那
岐
大
神
は
淡
海
の
多
賀
に
坐
す
な
り
」
の
一
文
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
「
命
」
と
し
て
の
性
質
は
変
わ
ら
な
い
。
ま

た
、
伊
邪
那
岐
命
が
、
「
天
つ
神
」
と
称
さ
れ
る
例
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
天
つ
神
の
使
者
「
命
」
の
性
質
が
強
い
伊
邪
那
岐
命
の
「
コ

ト
ヨ
サ
シ
」
に
は
、
「
言
」
の
字
が
充
て
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

『古事記j研究

さ
て
、
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
は
「
命
以
ち
て
」
と
い
う
語
を
受
け
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
「
命
」
を
下
し
た
本
人
の
動
作
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
「
命
以
ち
て
」
を
伴
わ
な
い
伊
邪
那
岐
命
の
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
は
、
誰
の
「
命
」
を
受
け
る
も
の
な
の
か
と

い
う
疑
問
が
生
ず
る
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
「
八
重
言
代
主
神
」
の
例
を
参
考
に
し
た
い
。

八
重
言
代
主
神
は
、
葦
原
中
国
の
国
譲
り
の
談
判
の
対
象
と
な
っ
た
神
で
あ
る
。
談
判
の
対
象
と
し
て
、
他
に
建
御
名
方
神
が
い
た
が
、

特
に
言
代
主
神
は
、
大
国
主
命
が
「
亦
僕
が
子
等
百
八
十
神
は
、
即
ち
八
重
事
代
主
神
、
神
の
御
尾
前
と
為
り
て
仕
へ
奉
ら
ば
、
違
ふ
神

は
非
じ
」
(
葦
原
中
国
の
こ
と
む
け
「
大
国
主
神
の
国
譲
り
」
)
と
述
べ
、
大
国
主
命
の
後
任
と
し
て
国
つ
神
等
を
ま
と
め
る
神
と
し
て
認
め
て

-192一

い
た
。
そ
し
て
大
国
主
命
が
「
僕
は
得
白
さ
じ
。
我
が
子
八
重
言
代
主
神
、
是
れ
白
す
べ
し
」
(
葦
原
中
国
の
こ
と
む
け
「
言
代
主
神
の
服
従
」
)

(
注
ロ
)

と
発
言
し
た
よ
う
に
、
言
代
主
神
は
、
大
国
主
命
に
代
わ
っ
て
敗
北
宣
言
を
伝
え
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
建
御
名
方
神
は
、
「
亦

我
が
父
大
国
主
神
の
命
に
違
は
じ
。
八
重
言
代
主
神
の
言
に
違
は
じ
。
此
の
葦
原
中
国
は
、
天
つ
神
の
御
子
の
命
の
随
に
献
ら
む
」
(
葦
原

中
国
の
こ
と
む
け
「
建
御
名
方
神
の
服
従
」
)
と
発
言
し
、
一
言
代
主
神
の
「
言
」
を
も
重
要
視
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
建
御
名
方
神
が
、
一
百
代
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主
神
の
「
雪
己
の
背
後
に
大
国
主
命
の
意
思
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
し
、
し
た
が
っ
て
大
国
主
命
の
「
命
」
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

重
要
視
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
伊
邪
那
岐
命
の
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
伊
邪
那
岐
命

の
意
思
の
み
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
を
振
り
返
る
と
、
伊
邪
那
岐
命
は
、
天
つ
神
の
「
命
」
を

受
け
て
、
国
土
の
修
理
固
成
・
国
生
み
・
神
生
み
・
三
貴
子
を
生
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
を
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

紀

「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
は
、
は
る
か
先
ま
で
遡
る
天
つ
神
の
「
命
以
ち
て
」
を
受
け
る
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
天
つ
神
」
の
意
思
が
重
ね
ら
れ
た
伊
邪
那
岐
命
の
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
は
、
「
天
つ
神
」
自
身
の
直
接
的
委
任
で
あ
る
他
の
「
言
依
」
「
言

因
」
と
は
異
な
り
、
そ
の
区
別
も
含
め
て
、
表
記
に
書
き
分
け
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

真

四
、
天
照
大
御
神
の
「
言
因
」

東伊

さ
て
、
最
後
に
、
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
の
「
ヨ
サ
シ
」
が
「
依
」
と
表
記
さ
れ
な
い
唯
一
の
例
で
あ
る
「
言
因
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

先
の
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
の
用
例
命
⑤
⑥
で
は
、
共
通
し
て
命
令
者
に
天
照
大
御
神
が
含
ま
れ
た
。
そ
の
中
で
天
照
大
御
神
の
み
が
命
令

者
と
し
て
働
く
と
、
「
言
因
」
と
表
記
さ
れ
、
他
は
全
て
「
言
依
」
で
あ
っ
た
。

私
は
、
こ
の
「
言
因
」
と
い
う
表
記
に
も
、
単
な
る
誤
字
・
借
字
と
片
付
け
ら
れ
な
い
重
要
な
意
図
が
あ
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
「
言
因
」
は
、
「
葦
原
中
国
の
こ
と
む
け
」
の
章
の
冒
頭
部
に
置
か
れ
、
章
全
体
の
導
入
部
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
か
っ
、
葦
原
中

国
に
「
豊
葦
原
之
千
秋
長
五
百
秋
之
水
穂
国
」
と
し
て
最
大
限
の
ほ
め
言
葉
を
用
い
て
お
り
、
天
忍
穂
耳
命
に
も
「
正
勝
吾
勝
々
速
日
天

忍
穂
耳
命
」
と
し
て
正
式
名
称
が
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
一
文
は
、
何
度
も
推
献
を
重
ね
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

古
事
記
上
巻
に
お
い
て
「
因
」
と
「
依
」
の
交
替
例
は
見
ら
れ
な
い
が
、
「
言
因
」
は
、
「
1
の
命
以
ち
て
・
:
コ
ト
ヨ
サ
シ
賜
へ
り
」
の

( 14 ) 
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形
式
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
と
読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
古
事
記
上
巻
の
「
因
」
の
用
字

法
を
見
れ
ば
、
「
女
の
先
に
言
へ
る
に
因
り
て
良
か
ら
ず
(
原
文
・
因
二
女
先
一
一
昌
一
而
不
レ
良
)
(
伊
邪
那
岐
命
・
伊
邪
那
美
命
「
国
生
み
」
)
・
「
石

長
比
売
を
返
し
た
ま
ひ
し
に
因
り
て
大
く
恥
ぢ
(
原
文
・
因
レ
返
二
石
長
比
売
一
同
大
恥
)
」
(
天
孫
週
週
芸
命
「
木
花
之
佐
久
夜
毘
売
と
の
聖
婚
」
)

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
「
此
の
地
に
度
ら
ま
く
欲
り
す
れ
ど
も
、
度
ら
む
因
無
か
り
き
(
原
文
・
無
二
度
因
一
)
」
(
大
国
主
神
の
事
績
「
因
幡
の
素

兎
」
)
の
一
例
を
除
い
て
接
続
詞
「
1
に
因
り
て
」
と
し
て
用
い
ら
れ
、
原
文
の
語
の
順
序
は
、
「
因
」
が
一
番
上
に
来
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
天
照
大
御
神
の
「
呂
田
因
賜
・
:
」
と
い
う
表
記
は
、
異
色
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
梅
田
氏
も
注
目
し
、
指
摘
し
て
い
る
。
語
の
順
序

か
ら
す
れ
ば
、
先
の
用
例
「
度
ら
む
因
無
か
り
き
(
原
文
・
無
二
度
因
乙
」
が
、
参
考
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
「
因
」
は
「
手
段
、

{注
M
)

て
だ
て
」
と
解
さ
れ
、
他
の
「
因
」
の
例
と
異
な
り
、
接
続
詞
で
は
な
い
。
そ
れ
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
「
一
言
因
」
の
「
因
」
は
、
単
な

る
動
作
を
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
天
照
大
御
神
の
「
一
吉
己
そ
の
も
の
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
原
因
・
根
拠
」
と
い
う
意

味
を
も
含
ん
で
い
る
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

天
照
大
御
神
の
発
言
そ
の
も
の
を
強
調
す
る
理
由
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
天
照
大
御
神
の
性
質
を
考
え
て
い
き
た
い
。

天
照
大
御
神
一
神
の
「
言
因
」
と
、
天
照
大
御
神
.
高
御
産
巣
日
神
の
「
ヲ
=
言
一

主
命
の
「
国
作
り
」
が
終
わ
つ
た
の
を
受
け
て
、
天
照
大
御
神
が
「
我
が
御
子
」
に
葦
原
中
国
を
つ
一
百
因
」
す
る
場
面
で
あ
る
。
天
忍
穂

耳
命
が
、
葦
原
中
国
の
「
さ
や
ぎ
」
た
状
態
を
見
て
高
天
原
に
参
上
す
る
と
、
天
照
大
御
神
と
高
御
産
巣
日
神
は
共
に
八
百
万
の
神
々
を

集
め
、
思
金
神
に
相
談
さ
せ
、
「
我
が
御
子
の
知
ら
す
国
と
言
依
さ
し
賜
へ
る
国
」
と
宣
言
す
る
。
以
上
、
物
語
の
流
れ
か
ら
見
れ
ば
、

天
照
大
御
神
は
、
葦
原
中
国
に
対
す
る
解
決
策
を
考
え
る
た
め
に
、
高
御
産
巣
日
神
の
援
助
を
仰
い
だ
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
天
照
大
御
神
は
、
援
助
が
な
け
れ
ば
解
決
す
る
能
力
の
無
い
不
完
全
な
神
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
表
記
に
「
言
因
」

を
与
え
る
こ
と
で
、
差
別
化
を
図
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
そ
う
で
は
な
い
と
考
え
る
。

『古事記』研究-190一
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な
ぜ
な
ら
、
天
照
大
御
神
は
、
高
御
産
巣
日
神
と
併
記
さ
せ
る
こ
と
で
「
天
つ
神
」
で
あ
る
こ
と
を
印
象
付
け
た
が
、
そ
れ
以
前
に
お

い
て
、
既
に
、
天
照
大
御
神
に
は
高
天
原
を
「
知
ら
す
」
最
高
神
と
い
う
地
位
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
面
に
高
御

産
巣
日
神
が
登
場
す
る
理
由
は
、
国
つ
神
で
あ
る
大
国
主
命
が
、
高
御
産
巣
日
神
と
一
対
で
あ
る
神
産
巣
日
神
の
援
助
を
受
け
た
こ
と
と

(
注
目
)

対
応
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
も
と
も
と
天
孫
降
臨
神
話
が
高
御
産
巣
日
神
を
主
役
と
す
る
物
語
で
あ
る
た
め
、

高
御
産
巣
日
神
の
名
が
登
場
す
る
の
は
当
然
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
「
葦
原
中
国
の
こ
と
む
け
」
の
章
か
ら
、
天
孫
降
臨
ま
で
の
重
要

な
場
面
に
お
い
て
、
天
照
大
御
神
と
共
に
高
御
産
巣
日
神
の
名
前
が
登
場
す
る
が
、
物
語
の
順
を
追
う
に
従
っ
て
、
(
紙
帽
の
都
合
上
、

矢
印
で
物
語
の
推
移
を
表
す
)
天
照
大
御
神
↓
天
照
大
神
↓
高
御
産
巣
日
神
・
天
照
大
御
神
↓
高
御
産
巣
日
神
・
天
照
大

御
神
↓
天
照
大
御
神
・
高
御
産
巣
日
神
↓
天
照
大
御
神
・
高
木
神
(
高
御
産
巣
日
神
の
亦
名
)
↓
天
照
大
御
神
↓
天
照

大
御
神
・
高
木
神
・
:
と
な
る
よ
う
に
、
天
照
大
御
神
は
、
徐
々
に
高
御
産
巣
日
神
と
入
れ
替
わ
り
、
表
面
に
出
て
く
る
。
そ
し
て
、
高
御

産
巣
日
神
の
名
が
省
略
さ
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
天
照
大
御
神
と
高
御
産
巣
日
神
の
名
が
併
記
さ
れ
て
も
、
主
役
は
あ
く
ま

で
も
天
照
大
御
神
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
冒
頭
部
分
は
、
天
照
大
御
神
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
高
御
産
巣
日
神
の
名
が

削
除
さ
れ
天
照
大
御
神
の
名
の
み
描
か
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

さ
て
、
日
本
書
紀
で
は
、
葦
原
中
国
の
こ
と
む
け
・
天
孫
降
臨
は
、
本
文
・
一
書
全
て
、
「
天
つ
神
」
の
発
言
が
発
端
と
な
っ
て
い
た
。

反
面
、
伊
邪
那
岐
命
・
伊
邪
那
美
命
二
神
の
国
土
の
修
理
固
成
以
下
の
行
動
は
、
一
書
第
一
以
外
全
て
、
二
神
の
自
主
的
行
動
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
古
事
記
で
は
、
伊
邪
那
岐
命
・
伊
邪
那
美
命
二
神
の
行
動
を
も
、
天
つ
神
の
発
言
を
発
端
と
す
る
形
式
が
採
択
さ
れ

た
。
そ
の
背
景
に
は
、
別
天
つ
神
の
時
代
で
は
国
土
葦
原
中
国
の
生
成
の
委
任
、
天
照
大
御
神
の
時
代
で
は
葦
原
中
国
の
統
治
の
委
任
と

い
う
、
時
代
的
変
遷
に
よ
っ
て
委
任
主
体
と
内
容
が
変
化
し
た
、
天
つ
神
の
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
と
天
照
大
御
神
の
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
の
重

層
化
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

紀真東伊( 16 ) 
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以
上
、
そ
れ
を
背
景
と
し
て
考
え
て
み
る
と
、
天
照
大
御
神
の
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
を
「
言
因
」
と
表
記
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
他
の

「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
と
は
超
越
し
た
価
値
を
持
つ
も
の
と
し
て
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

し
て
、
葦
原
中
国
の
こ
と
む
け
・
天
孫
降
臨
の
発
起
人
は
、
あ
く
ま
で
も
天
照
大
御
神
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
「
天
の
石
屋
戸
」
の
段
に
お
い
て
、
天
照
大
御
神
が
石
屋
戸
に
篭
り
、
そ
の
性
質
を
発
揮
出
来
な
く
な
る
と
、
葦
原
中
国
は
暗
闇

『古事記』研究

に
な
り
、
秩
序
が
無
く
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
天
照
大
御
神
の
行
動
は
、
葦
原
中
国
の
秩
序
を
左
右
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
天
照
大
御

神
は
「
言
因
」
に
よ
っ
て
、
御
子
・
天
孫
を
葦
原
中
国
の
統
治
に
派
遣
し
た
。
天
照
大
御
神
は
、
御
子
・
天
孫
を
葦
原
中
国
に
降
す
こ
と

で
、
葦
原
中
国
統
治
者
の
祖
先
神
と
し
て
の
地
位
を
築
い
た
が
、
そ
れ
を
結
果
論
と
し
て
も
、
葦
原
中
国
の
荒
ぶ
る
神
を
言
向
け
さ
せ
、

葦
原
中
国
に
秩
序
を
持
た
せ
る
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
天
照
大
御
神
は
、
葦
原
中
国
の
秩
序
を
手
中
に
す
る
神
な
の
で
あ
る
。

天
照
大
御
神
が
高
天
原
に
坐
す
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
図
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

古
事
記
は
、
上
巻
を
神
と
神
の
相
互
関
係
が
主
軸
と
な
る
物
語
と
す
れ
ば
、
中
巻
は
、
神
と
人
間
と
の
相
互
関
係
を
主
軸
と
す
る
物
語

で
あ
っ
た
。
か
よ
う
に
古
事
記
で
は
神
の
存
在
が
意
識
さ
れ
て
い
た
。
現
実
世
界
葦
原
中
国
に
も
、
多
く
の
神
々
が
い
る
が
、
そ
こ
で
平

面
的
に
葦
原
中
国
に
最
高
神
を
設
け
る
よ
り
、
葦
原
中
国
を
超
越
す
る
神
々
の
世
界
を
設
け
る
こ
と
で
、
よ
り
格
の
高
い
神
の
存
在
を
創

造
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
よ
う
な
意
識
に
よ
っ
て
、
葦
原
中
国
の
神
々
を
超
越
し
た
神
々
の
住
む
世
界
と
し
て
高
天
原
が
設
け
ら
れ
、

そ
こ
に
、
葦
原
中
国
の
神
々
を
超
越
し
、
彼
等
を
束
ね
、
制
圧
す
る
神
の
存
在
が
描
か
れ
た
の
で
あ
る
。
同
じ
「
神
」
と
い
う
存
在
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
中
に
「
別
天
つ
神
」
「
天
つ
神
」
「
国
つ
神
」
な
ど
階
級
を
設
け
る
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
古
事
記
編
纂
者
の
意
識
が
垣
間

見
え
る
。
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
が
上
巻
に
し
か
見
ら
れ
な
い
理
由
、
そ
れ
は
、
「
高
天
原
の
神
」
が
関
わ
る
場
合
に
し
か
用
い
な
い
、
と
い
う

-188-

事
情
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

高
天
原
の
神
「
天
つ
神
」
は
、
国
土
・
神
々
の
根
源
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
修
理
固
成
・
生
成
、
そ
れ
ら
に
秩
序
を
持
た
せ
、
葦
原
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中
国
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ら
の
統
治
、
秩
序
を
与
え
る
た
め
の
存
在
、
国
つ
神
と
人
間
を
束
ね
る
存
在
と
し
て
、
ま
た
、
高
天
原
に
お
い

て
は
、
八
百
万
の
天
つ
神
を
束
ね
、
参
謀
役
の
思
金
神
、
武
力
行
使
役
の
建
御
雷
神
を
束
ね
た
存
在
と
し
て
描
か
れ
、
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」

つ
ま
り
、
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
は
、
高
天
原
と
葦
原
中
国
相
互
間
の
や
り
と
り
を
描
く
に
あ
た
っ
て
、
必
要
不
可
欠

を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

な
キ
イ
ワ
l
ド
な
の
で
あ
る
。

お

わ

紀真

委
任
を
表
す
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
に
は
、
「
一
言
依
」
「
言
因
」
「
事
依
」
の
三
種
類
の
表
記
が
あ
っ
た
。

「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
の
「
コ
ト
」
に
「
一
百
」
の
字
が
充
て
ら
れ
る
場
合
、
命
令
者
は
「
天
つ
神
」
と
総
称
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
、
な
お
か

っ
、
受
け
手
で
あ
る
使
者
に
は
「
命
」
を
請
う
動
作
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
「
神
託
」
の
形
式
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
コ
ト
ヨ

サ
シ
」
が
「
神
託
」
と
類
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

一
方
、
「
事
」
の
字
が
充
て
ら
れ
る
場
合
、
命
令
者
は
伊
邪
那
岐
命
に
限
定
さ
れ
た
。
伊
邪
那
岐
命
は
尊
称
が
表
す
如
く
「
命
」
の
実

行
者
と
し
て
の
性
質
が
強
く
、
そ
の
性
質
の
も
と
に
、
「
事
依
」
に
は
「
天
つ
神
」
の
意
思
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
書
き
分
け
に

東伊

よ
っ
て
示
し
て
い
た
。
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天
照
大
御
神
の
「
言
因
」
は
、
天
照
大
御
神
が
最
高
神
で
あ
る
と
い
う
背
景
を
受
け
、
「
天
つ
神
」
の
「
コ
ト
ヨ
サ
、
乙
で
あ
り
な
が

ら
、
そ
れ
ら
を
超
越
し
た
価
値
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
書
き
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
の
「
ヨ
サ
シ
」
に
「
因
」

の
字
を
充
て
る
こ
と
で
、
単
な
る
動
作
で
は
な
く
、
「
根
拠
」
と
い
う
意
味
を
も
含
ま
せ
て
い
た
。

高
天
原
に
坐
す
「
天
つ
神
」
は
、
自
ら
が
葦
原
中
国
に
降
っ
て
行
動
す
る
代
わ
り
に
、
使
者
に
委
託
で
あ
る
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
を
す
る
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こ
と
で
、
葦
原
中
国
に
影
響
を
与
え
、
使
者
は
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
を
受
け
る
こ
と
で
、
「
天
つ
神
」
の
保
証
を
得
た
。
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
に

よ
っ
て
高
天
原
に
坐
す
「
天
つ
神
」
と
葦
原
中
国
に
降
る
使
者
の
関
係
が
描
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『古事記』研究

注
(注
l
)

上
代
語
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
三
省
堂
平
成
六
年
十
月
三
O
二
頁

(注
2
)

倉
野
憲
司
『
古
事
記
全
註
釈
第
二
巻
上
巻
篇
(
上
)
』
三
省
堂
昭
和
四
十
九
年
八
月
七
九
頁

(注
3
)

西
郷
信
綱
『
古
事
記
注
釈
第
一
巻
』
平
凡
社
昭
和
五
十
年
一
月
一

O
二
頁

(注
4
)

梅
田
徹
「
『
古
事
記
』
の
「
神
代
」
|
|
根
本
原
理
と
し
て
の
「
コ
ト
ヨ
サ
シ
」
|
|
」
『
国
語
と
国
文
学

年
七
月
二
三
頁

(注
5
)

注
4
に
同
じ
。
二
六
頁

(注
6
)

西
郷
氏
は
、
「
理
屈
か
ら
す
れ
ば
こ
の
「
天
つ
神
」
は
、
初
段
に
見
え
た
五
柱
の
別
天
つ
神
を
さ
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
た
い
し
、
い
わ

ゆ
る
造
化
三
神
を
さ
す
と
の
見
か
た
も
成
り
た
た
な
く
は
な
い
」
と
し
た
(
注
3
に
同
じ
。
一

O
O
頁
)
が
、
私
は
別
天
つ
神
と
解
し
た
い
。

な
ぜ
な
ら
、
「
天
つ
神
」
は
、
「
別
天
つ
神
」
の
記
述
を
受
け
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(注
7
)

荻
原
浅
男
・
鴻
巣
隼
雄
校
注
・
訳
「
古
事
記
上
代
歌
謡
」
日
本
古
典
文
学
全
集
小
学
館
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
六
四
頁

(注
8
)

石
坂
正
蔵
「
一
言
向
考
」
『
国
語
と
国
文
学
第
二
十
巻
第
七
号
」
昭
和
十
八
年
七
月
六
O
四
頁

(注
9
)

「
言
向
」
は
、
上
巻
に
お
い
て
、
葦
原
中
国
の
荒
ぶ
る
神
を
平
定
す
る
動
作
を
表
し
た
。
中
巻
に
お
い
て
も
、
一
部
の
例
外
を
除
き
「
故
、

知
此
荒
ぶ
る
神
等
を
言
向
け
平
和
し
、
伏
は
ぬ
人
等
を
退
け
援
ひ
て
:
・
」
(
中
巻
・
神
武
天
皇
「
久
米
歌
」
)
と
あ
り
、
神
に
対
す
る
動
作
に

用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
倉
野
氏
の
「
言
霊
の
威
力
に
よ
っ
て
荒
振
る
神
を
説
伏
し
て
、
そ
の
荒
ぶ
る
心
を
和
め
る
」
と
い
う
指

摘
が
あ
る
(
倉
野
憲
司
『
古
事
記
全
註
釈
第
四
巻
」
三
省
堂
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
四
頁
)
。
ま
た
「
言
挙
」
(
中
巻
・
景
行
天
皇
「
美

夜
受
比
売
と
の
合
歓
」
)
も
、
倭
建
命
の
、
伊
服
岐
の
山
の
神
に
対
す
る
行
動
で
あ
っ
た
。
「
言
祷
」
(
中
巻
・
仲
哀
天
皇
「
角
鹿
の
気
比
大
神
」
)

も
、
伊
宥
沙
和
気
大
神
に
対
す
る
行
動
で
あ
っ
た
。
神
に
対
す
る
人
間
の
動
作
に
も
「
一
吉
己
が
付
け
ら
れ
る
の
は
、
「
言
」
で
意
思
を
表
現
す

る
神
に
対
し
て
、
人
間
も
「
言
」
を
媒
介
と
し
て
対
崎
す
る
方
法
が
取
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
臼
巻
第
7
号
」
昭
和
六
十

p
h
v
 

n
D
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(
注
叩
)
注
2
に
同
じ
。
七
四
頁

(
注
日
)
注
4
に
同
じ
。
二
六
頁

(
注
ロ
)
岡
久
生
「
事
代
主
神
の
諸
問
題
|
|
託
宣
と
国
譲
り
の
物
語
l
|
|
」
『
古
事
記
の
神
々

成
十
年
六
月
二
二
O
頁

(
注
目
)
注
4
に
同
じ
。
一
一
六
頁

(注
M
)

注
7
に
同
じ
。
九
三
頁

(
注
目
)
倉
野
憲
司
氏
は
、
松
村
武
雄
氏
の
「
高
御
産
巣
日
神
の
み
が
主
役
で
あ
っ
た
の
が
本
来
の
相
で
あ
っ
た
」
と
す
る
説
を
引
用
し
、
「
妥
当
な

見
解
」
と
述
べ
た
。
注
9
に
同
じ
。
八
1
九
頁

上
」
古
事
記
研
究
大
系
5

I

高
科
書
庖

平

紀真

(
古
事
記
本
文
の
引
用
は
、
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記

上
代
歌
謡
』
に
よ
っ
た
。
)

東伊( 20 ) 




